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総務省国立研究開発法人審議会（第２３回） 

 

１ 日  時  令和７年８月５日（火）10時00分～10時51分 

 

２ 場  所  WEB会議にて開催 

 

３ 出 席 者 

（１）委員 

橋本会長、藤野会長代理、小野委員、末松委員、前原委員、森田委員 

（以上６名） 

（２）専門委員 

荒牧専門委員、牛尾専門委員、大森専門委員、小杉専門委員、 

小塚専門委員、小紫専門委員、篠田専門委員、篠永専門委員、 

関専門委員、富樫専門委員、永山専門委員、松永専門委員、 

村瀬専門委員、森井専門委員、八亀専門委員 

（以上15名） 

（３）総務省 

布施田国際戦略局長、柴山官房審議官（国際戦略局担当）、 

安東参事官、松井技術政策課長、扇宇宙通信政策課長、 

大西技術政策課技術革新研究官、内田技術政策課企画官、 

浅川技術政策課課長補佐、佐々木宇宙通信政策課課長補佐 

 

４ 議  題 

（１）令和６年度及び第５期中長期目標期間終了時に見込まれる国立研究開発法人情報通

信研究機構の業務の実績に関する評価に対する意見（案）について 

（２）国立研究開発法人情報通信研究機構の業務及び組織の全般にわたる検討結果並びに

講ずる措置（案）の内容について 

（３）令和６年度及び第４期中長期目標期間における国立研究開発法人宇宙航空研究開発

機構の業務の実績に関する評価に対する意見（案）について 
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開  会 

【橋本会長】  ただいまから第２３回総務省国立研究開発法人審議会を開催いたします。 

 本日は御多忙のところ御参集いただき、ありがとうございます。今回はウェブ形式での開

催でございます。 

 初めに、本日の会議の定足数の関係でございますが、委員７名中６名が出席されており、

定足数を満たしておりますことを御報告いたします。本日御欠席の方は、生越先生でござい

ます。また、専門委員の皆様にも御出席いただいております。 

 本日は、会議を１２時まで予定しておりますところ、議事の進行によっては前倒しで終了

する可能性がございますので、あらかじめ御了承ください。 

 ではまず、開催に先立ちまして、布施田国際戦略局長に御挨拶をいただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

【布施田局長】  ７月に国際戦略局長に着任いたしました布施田でございます。開会に当

たり、一言御挨拶させていただきます。 

 本日は、総務省が所管しております２つの国立研究開発法人、ＮＩＣＴとＪＡＸＡに関し

まして、業務の実績に関する評価など、御審議をいただく予定でございます。 

 ＮＩＣＴとＪＡＸＡは、国立研究開発法人として、国が定める中長期目標を達成するため

に、中長期計画を自ら策定していただいております。その中長期計画に基づいて、一定の自

主性、自律性を発揮しつつ、適正に業務を進め、研究開発成果の最大化を常に図ることが求

められているところでございます。 

 本年度は、御承知のとおり、ＮＩＣＴにつきましては中長期目標期間の最終年度、ＪＡＸ

Ａにおきましては中長期目標期間の最初の年度ということで、大切な時期だと考えてござ

います。２つの研究開発法人の活動をよりよいものにしていく観点から、本日は闊達な御議

論をいただきまして、忌憚のない御意見をいただければと考えてございます。 

 橋本会長はじめ、委員及び専門委員の皆様の御協力、御指導をよろしくお願い申し上げま

して、挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

【橋本会長】  布施田局長、ありがとうございました。 

 会の構成は、参考国研２３－１３のとおりとなっております。 

 それでは事務局より、配付資料の確認をお願いいたします。 

【浅川補佐】  事務局の浅川でございます。それでは、本日の配付資料を確認させていた

だきます。 
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 先生方のお手元には、議事次第を含めて１８点、ファイルをお送りしております。資料本

体、国研２３－１から２３－３、参考の国研として２３－１から２３－１３までをお配りし

ております。また、傍聴の方々におかれましては、資料国研２３－２は委員限りとしてござ

いますので、ホームページに掲載している資料を御覧いただければと存じます。 

 事務局からは以上でございます。 

 

令和６年度及び第５期中長期目標期間終了時に見込まれる国立研究開発法人情

報通信研究機構の業務の実績に関する評価に対する意見（案）について 

【橋本会長】  それでは、お手元の議事次第に従って議事を進めてまいりたいと思います。

まず、議題（１）令和６年度及び第５期中長期目標期間終了時に見込まれる国立研究開発法

人情報通信研究機構の業務の実績に関する評価について、事務局より説明をお願いいたし

ます。 

【浅川補佐】  事務局より、資料２３－１に基づきまして御説明いたします。 

 まず、本件につきまして、これまでＮＩＣＴ部会では、１０回にわたってＮＩＣＴからヒ

アリングを行った上で、２回の部会にて活発な御議論をいただきました。橋本会長には部会

長として、また、部会の委員、専門委員の皆様には、取りまとめに多大な御尽力をいただき

ましたことに御礼申し上げます。 

 それでは、御説明に入ります。１ページを御覧ください。項目別の評定を総括表としてま

とめたものでございます。 

 ＮＩＣＴの評価項目としては、１０項目に分かれております。左上から、電磁波先進技術

分野、革新的ネットワーク分野、サイバーセキュリティ分野、ユニバーサルコミュニケーシ

ョン分野、フロンティアサイエンス分野、№６のＢｅｙｏｎｄ５Ｇの推進、ここまでが中長

期目標上、重要度高と設定してございます。加えて、分野横断的な研究開発その他の業務、

業務運営の効率化に関する事項、財務内容の改善に関する事項、その他業務運営に関する事

項となっております。 

 項目別評価においては、赤枠が令和６年度の、オレンジの枠が第５期中長期目標期間の見

込評価となっておりまして、さらにそのうち左側がＮＩＣＴの自己評価、右側がＮＩＣＴ部

会で御議論いただきました審議会意見案となっております。評定の数といたしましては、令

和６年度においてはＳが３、Ａが３、Ｂが４、見込評価においてはＳが６、Ｂが４となって

おります。 
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 項目別の評価を踏まえた全体の評定案につきまして、２ページ目以降を御覧ください。 

 まずは令和６年度におけるＮＩＣＴの業務の実績に関する評価に対する意見（案）でござ

います。全体の評定としては、Ａとなってございます。 

 次に、法人全体に対する評価として要旨をまとめております。１つ目の四角、特に重大な

業務運営上の課題は検出されておらず、全体として順調な組織運営が行われていると評価

する。なお、重要度の高い５つの分野及び分野横断的な研究開発その他の業務において、顕

著な成果が見られた。としてございます。 

 続いて、個別の分野において高い評価となっているものについて御紹介します。２つ目の

四角、電磁波先進技術分野では、ＥａｒｔｈＣＡＲＥ衛星の打ち上げを成功、宇宙天気予報

を継続的・安定的に運用したこと、電波ばく露の影響について分析、効果検証したことなど

について評価され、Ｓ評価となっております。 

 ３つ目の四角、ユニバーサルコミュニケーション分野では、多言語翻訳アプリのＶｏｉｃ

ｅＴｒａや、汎用ソフトウェアプラットフォームのＷＩＳＤＯＭ－ＬＬＭを実現したこと

などについて評価され、Ｓ評価となっています。 

 ４つ目の四角、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの推進については、特に機構が強みを有するＢ５Ｇアー

キテクチャの構成要素について可視化した上で、世界に強力に発信できたことや、Ｂ５Ｇ公

募型研究開発プログラムでは、ほぼ全てのプロジェクトを極めて優秀な成果に導いている

ことなどについて評価され、Ｓ評価となっています。 

 ４つ目の四角ですが、こちらの３つの分野でＡ評価となっています。 

 その他事項の審議会の主な意見として、財務内容の改善に関する事項、その他業務運営に

関する事項等に当たるものとして、知的財産収入や共同研究への取組、人材確保に関してコ

メントをいただいております。 

 続いて、３ページ目を御覧ください。第５期中長期目標期間終了時に見込まれる業務実績

に関する評価に対する意見（案）の概要でございます。 

 全体の評定としては、Ｓとなってございます。 

 法人全体に対する評価の要旨につきまして、１つ目の四角、特に重大な業務運営上の課題

は検出されておらず、全体として順調な組織運営が行われていると評価する。なお、重要度

の高い５つの分野及び分野横断的な研究開発その他の業務において、特に顕著な成果が見

られた。としてございます。 

 ２つ目の四角においては、これら６つの分野に対して、部会の先生方から様々な観点から
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御評価をいただきましたが、その一部を代表例としてまとめてございますので、御紹介させ

ていただきます。 

 電磁波先進技術分野では、ＥａｒｔｈＣＡＲＥ衛星の打ち上げが成功したことや、宇宙天

気予報業務に係る取組について、革新的ネットワーク分野では、非集中型ストレージネット

ワーク構成技術が世界最高峰の国際会議ＩＥＥＥ Ｉｎｆｏｃｏｍ２０２５に採択された

ことや、マルチコア光ファイバーを含む海底ケーブルシステムが商用フェーズに進展した

ことについて、サイバーセキュリティ分野では、基礎的な研究から社会実装までを視野に入

れ、多岐にわたった取組を行ったことや、大阪・関西万博関連組織に対して、実践的な人材

育成プログラムを展開したこと、また、ＣＹＮＥＸアライアンスの構築と計画を上回る拡大

をしたことについて、ユニバーサルコミュニケーション分野では、多言語翻訳アプリＶｏｉ

ｃｅＴｒａの高速化・安定化を継続的に行ったこと、汎用ソフトウェアプラットフォームＷ

ＩＳＤＯＭ－ＬＬＭを実現したことについて、フロンティアサイエンス分野では、ストリッ

プ幅２０マイクロメートルの超伝導ワイドストリップ光子検出器の開発に世界で初めて成

功したこと、また、世界で初めて７テスラＭＲＩ装置を用いたヒト嗅覚ｆＭＲＩ研究を実現

し嗅覚に関する脳内表現の一端を明らかにしたことについて、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの推進に

ついては、第５期中長期目標期間を通じて、アーキテクチャの構成要素を抽出し、ＰｏＣを

通じたサービス検証環境を継続的に整備していること、また、ステージゲート評価が厳密に

実施されていることなど、同じように第５期を通じて、制度設計・支援体制が確立している

ことなどを踏まえた結果として、以上６項目それぞれについてＳ評価となってございます。 

 その他事項の意見については、令和６年度評価と同様、知的財産収入や共同研究への取組、

人材確保などについてコメントをいただいております。 

 また、４ページ目以降が、本審議会の意見書の案本体でございます。４ページ・５ページ

目が令和６年度における総合評定となっており、今ほど御説明申し上げた内容はこれの概

要でございます。また、６ページ以降に個別の評価の詳細を記載しております。また、２０

ページ以降は、第５期中長期目標期間の見込評価に関するもので、構成は同様となっており

ます。これらは大部となりますので、恐れ入りますが、説明は割愛させていただきます。 

 事務局からの御説明は以上でございます。 

【橋本会長】  ありがとうございました。 

 ただいまの説明につきまして、御質問・御意見などがございましたらお願いいたします。

いかがでしょうか。 
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【関専門委員】  資料の３ページ目の令和６年度の評価のスライドですけれども、３つの

分野の電磁波先進技術分野というのは、上にＳ評価とあって、下でＡ評価となっていて、矛

盾しているような気がするのですが、これはＡ評価だと、革新的ネットワーク分野なのでは

ないですか、その前のページの資料を見る限りは。 

【橋本会長】  事務局、いかがでしょうか。確かに。 

【浅川補佐】  大変失礼いたしました。２ページ目の下の５つ目のここが、革新的ネット

ワーク分野の誤りでございます。申し訳ございません。失礼しました。 

【関専門委員】  それだけです。御訂正いただければと思います。失礼しました。 

【橋本会長】  ありがとうございます。事務局の皆様、そこは御修正をお願いいたします。 

 ほか、ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、令和６年度及び第５期中長期目標期間終了時に見込まれるＮＩＣＴの業務実

績評価に対する意見につきましては、本日の御意見、審議結果を踏まえて取りまとめること

といたします。今回のいただいた修正内容は、軽微なものはすぐ直していただけると思いま

すが、事務局にて調整いただいた後、会長である私に一任させていただきたいと考えており

ます。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、そのように進めさせていただきます。 

 なお、ＮＩＣＴの最終的な評価結果については、後日、事務局から委員及び専門委員宛て

にお知らせいただきたいと思います。 

 

国立研究開発法人情報通信研究機構の業務及び組織の全般にわたる検討結果並

びに講ずる措置（案）の内容について 

 【橋本会長】  それでは続きまして、議題（２）国立研究開発法人情報通信研究機構の

業務及び組織の全般にわたる検討結果並びに講ずる措置（案）の内容について、事務局より

説明をお願いいたします。 

【浅川補佐】  議題（２）につきまして、まず、本案の位置づけについて御説明申し上げ

ます。参考資料の２３－５を御覧ください。参照条文として、独立行政法人通則法を載せて

ございます。 

 下線の部分のところで、主務大臣は、中長期目標の期間の終了時に見込まれる中長期目標

の期間における業務の実績に関する評価を行ったときとございまして、まさに今、御議論い

ただいたものでございます。このときに、当該国立研究開発法人の業務の継続または組織の
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存続の必要性その他その業務及び組織の全般にわたる検討を行うこととされてございます。

検討を行うに当たっては、研究開発に関する審議会の意見、この国研審の意見を聴くことと

なってございますので、今回お諮りするというものでございます。 

【内田企画官】  総務省技術政策課の内田と申します。まず初めに、参考資料２３－６に

基づきまして、情報通信審議会第５次中間答申概要について御説明できればと思います。 

 情報通信審議会におきましては、昨年１０月より、近年の社会情勢の変化、技術の進展及

び市場の動向等を踏まえつつ、ＮＩＣＴが新たな中長期目標の期間において取り組むべき

重点研究開発分野・課題や、成果展開の推進方策等について御審議いただいてまいりました。 

 次のページ、１ページ目を御覧ください。こちらが答申の全体概要となっております。次

期中長期においてＮＩＣＴに期待する役割（ミッション）とともに、研究開発等を通じて貢

献すべき目標を御提示いただいております。その上で、我が国の重要政策の実現に不可欠な

技術領域という観点から戦略領域を、我が国社会を支える情報通信分野の基礎的・基盤的な

技術という観点から重点分野を特定いただくとともに、ＮＩＣＴの社会実装機能・外部連携

機能等の強化の方向性を御提示いただいております。詳細については、次ページ以降で御説

明いたします。 

 次のページ、２ページ目を御覧ください。こちらは報告書の構成となってございます。 

 続きまして、４ページ目を御覧ください。まず初めに、第４次中間答申以降の社会情勢の

変化と今後の見通しを御説明できればと思います。 

 第４次中間答申から４年間の変化といたしまして、人手不足の進展、インバウンドの拡大、

エネルギー消費の増大、自然災害の激甚化、サイバー空間上のリスクの増大の５つが挙げら

れております。こうした社会情勢の変化を踏まえまして、２０３０年代の社会が構想されて

おります。 

 具体的には１ページに戻っていただいて、左上のところ、激甚化する自然災害に対応した

強靱な社会、誰もがＩＣＴの恩恵を享受でき、安心して技術の活用ができるデジタル安全社

会、クリーンエネルギーとデジタルインフラによる持続可能で活力ある社会、労力の最小化

と利益の最大化を可能にする人間中心のＡＩ社会、こちらが２０３０年代に目指すべき社

会像として掲げられております。 

 続きまして、５ページ目をお願いします。次に、戦略領域の近年の技術動向ということで、

今期、第５期の中長期目標におきまして戦略領域とされている４つの技術領域につきまし

て、近年の動向が整理されております。総括いたしますと、ＡＩ、サイバーセキュリティは、
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社会的重要性がますます増大していると。Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ、量子情報通信は、社会実装に

向けて重要な局面を迎えているという整理がされております。 

 続きまして、１０ページ目を御覧ください。審議会におきますヒアリングを通じまして、

民間企業等から示されたＮＩＣＴへの期待、あるいは社会情勢の変化に伴う国立研究開発

法人の役割の変化等を踏まえまして、ＮＩＣＴに期待するミッションを御提示いただいて

おります。 

 １つ目は、国際競争力の強化や経済安全保障の確保等をはじめとした我が国の重要政策

の実現への貢献。２つ目は、民間投資や人材育成を活性化するための触媒となる産学官連携

の中核・連結点としての役割。３つ目は、民間企業等におけるイノベーションを支援する機

能の充実・強化。そして４つ目は、機構法に基づく社会経済活動を根底から支えている重要

業務の継続的かつ安定的な実施とされております。 

 次に、１２ページ目をお願いいたします。まず、戦略的に推進すべき技術領域について、

４つ挙げられております。ＡＩ・コミュニケーション、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ、量子情報通信、

サイバーセキュリティです。いずれも今期からの引き続きとなっておりますが、社会情勢の

今後の見通しや近年の技術動向に鑑みますと、国際競争力の強化や経済安全保障の確保を

はじめとした我が国の重要政策の実現に当たって不可欠な技術であるということで、ＮＩ

ＣＴが民間投資や人材育成を活性化するための触媒として、産学官連携の中核・連結点とし

ての役割を果たすべきとされております。 

 次に１３ページ目、１４ページ目につきましては、各戦略領域における取組の方向性が整

理されております。代表的なものだけピックアップいたしますと、まずＡＩ・コミュニケー

ションでは、高品質な日本語データをＮＩＣＴで継続的に蓄積し、我が国における信頼性あ

るＡＩ開発力を強化すること。Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇでは、テストベッドの機能を拡張し、イノ

ベーションハブとして民間企業等に提供すること。 

 次のページに参りまして、量子情報通信では、多様なユースケースを検証し、社会実装に

向けた取組を加速化させるため、東京ＱＫＤネットワークを高度化・拡充すること。最後に

サイバーセキュリティでは、一次データ収集能力の強化や、人材も含めた体制整備を推進す

ることなどが掲げられております。 

 続きまして、１５ページ目を御覧ください。重点的に推進すべき基礎的・基盤的研究開発

分野として５つが挙げられております。電磁波先進技術、革新的ネットワーク、サイバーセ

キュリティ、ユニバーサルコミュニケーション、フロンティアサイエンスでございます。い
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ずれも、ＩＣＴを専門とする我が国唯一の国立研究開発法人として蓄積された技術力や知

見・経験等を最大限に活用できる分野であるということで、中長期的な視点に立って研究開

発等に取り組むことにより、２０３０年代に目指すべき社会像の実現に貢献すべきとされ

ております。 

 次のページ、１６ページ目をお願いいたします。各重点分野におきまして、貢献目標に資

する技術といたしまして、特に重点的に取り組むべき課題が整理されております。 

 次に、１８ページ目をお願いいたします。このたびの検討におきましては、ＮＩＣＴの研

究開発成果を民間企業や大学等に橋渡しするための機能として社会実装機能、そして、ＮＩ

ＣＴが有する施設・設備や蓄積された知見等を活用して、民間企業等におけるイノベーショ

ンを促進するための機能、これを外部連携機能と分類し、検討が行われております。 

 その上で、ＮＩＣＴの次期中長期に向けた機能強化の方向性が６本の柱でまとめられて

おります。 

 次のページをお願いいたします。まず１つ目といたしまして、我が国発の技術の社会実装

を促進するためのイノベーションハブ機能の強化です。“使いたいテストベッド”の整備、

ＮＩＣＴが有する施設・設備や蓄積された知見等のより一層の有効活用、ＧＰＡＩ東京専門

家支援センターの運営が掲げられております。 

 次、２０ページ目を御覧ください。２つ目の柱は、ＮＩＣＴの研究資金配分機関としての

機能の強化となっております。社会実装・海外展開を目指した戦略的投資を推進するプロモ

ーターとなり、目利き人材の確保・活用とともに、研究者や企業等との対話を通じて、市場

や技術の動向、社会ニーズを踏まえた課題・テーマ設定を行うことで、社会実装に向けた研

究開発を推進すべきとされております。 

 次に、２１ページ目でございます。３つ目の柱は、ＮＩＣＴにおける研究開発成果の社会

実装推進体制の強化となっております。ＮＩＣＴの技術シーズと外部のニーズの橋渡し機

能の強化、あとは大学・企業等外部機関との連携の推進が掲げられております。 

 次のページをお願いします。４つ目の柱は、ＮＩＣＴにおける人材の育成・確保です。新

技術に対応した研究人材の育成・確保、そして、技術移転等に関する専門人材の確保・活用

を掲げております。 

 次、２３ページ目となります。５つ目の柱は、戦略的な標準化活動の推進となっておりま

す。ＮＩＣＴは、我が国の標準化活動を引き続き牽引していくべき、そして、標準化自体を

目的化するのではなく、ビジネス化・収益化も意識した戦略を検討することが必要であると
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されております。 

 最後、２４ページになりますが、６つ目の柱は、スタートアップ支援の推進です。ＮＩＣ

Ｔの研究開発成果を活用するスタートアップの支援、そして、地域発ＩＣＴスタートアップ

の支援が掲げられております。 

 情報通信審議会第５次中間答申の御説明は以上でございます。 

 続きまして、資料２３－２に基づきまして、国立研究開発法人情報通信研究機構の業務及

び組織の全般にわたる検討結果、並びに講ずる措置についてということで御説明できれば

と思います。こちらは、先ほど説明した答申を踏まえまして、総務省において作成したもの

となっております。 

 まず、ローマ数字のⅠといたしまして、前提（政策体系における法人の位置づけ及び役割

（ミッション））を整理しております。 

 ＮＩＣＴは、我が国唯一の情報通信分野を専門とする公的研究機関であり、国際動向を踏

まえつつ、国の情報通信政策との密接な連携の下、大学や民間企業では実施できないような

長期間にわたり組織的に推進すべき情報の電磁的流通及び電波の利用に関する技術の研究

及び開発、高度通信・放送研究開発を行う者に対する支援、標準時の通報、通信・放送事業

分野に属する事業の振興等を総合的に行う国立研究開発法人であるという、ＮＩＣＴの大

原則を記載しております。 

 その上で、国の政策体系上の法人の位置づけということで、人口減少社会においてイノベ

ーションを創出し、経済成長を実現するには、ＡＩの活用をはじめとした社会ＤＸの加速化

が不可欠であると。また、近年、デジタル分野において海外依存が高まる中、安全保障の観

点からも、デジタルインフラの中核となる技術・システムの競争力を強化し、海外展開を進

めることが必要であるとしております。これは、総務省が５月２３日に公表いたしましたＤ

Ｘ・イノベーション加速化プラン２０３０というものがございまして、その考え方を引用し

ているものでございます。 

 その次に、統合イノベーション戦略ですとか、骨太の方針といった政府全体の戦略に触れ

た後に、２ページ目に参りまして、先ほどの情報通信審議会第５次中間答申へと話を進めて

おります。内容は先ほど御説明したとおりですので、改めての御説明は省略いたしますけれ

ども、最後、ＮＩＣＴは情報通信分野を専門とする国立研究開発法人として、科学技術・イ

ノベーション基本計画及び統合イノベーション戦略をはじめとした各種政府戦略や第５次

中間答申等を踏まえ、我が国の安全保障の確保と国際競争力の強化に貢献すべく、研究開発
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等に取り組む必要があるという形で結んでおります。 

 次に、ローマ数字のⅡ、業務及び組織全般の見直しでございます。 

 まず、１ 業務の見直しにおきましては、（１）が戦略領域のパートとなっております。①

ＡＩ・コミュニケーション、②Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ、③量子情報通信、④サイバーセキュリテ

ィと、４つの領域を戦略領域に位置づけまして、ＮＩＣＴが民間投資や人材育成を活性化す

るための触媒となるべく、中長期的なビジョンを構想し、産学官で共有しながら、基礎的・

基盤的な研究開発から社会実装までを連携して取り組んでいく産学官連携の中核・連結点

としての役割を果たすことが適当であるとしております。 

 次に、（２）が重点分野のパートとなっております。ＩＣＴを専門とする我が国唯一の公

的研究機関として蓄積された技術力や知見・経験等を最大限活用するという観点から、①電

磁波先進技術分野、②革新的ネットワーク分野、③サイバーセキュリティ分野、④ユニバー

サルコミュニケーション分野、そして⑤フロンティアサイエンス分野の５分野を重点分野

と位置づけることが適当であるとしております。 

 そして（３）は、社会実装機能・外部連携機能等のパートとなっております。①我が国発

の技術の社会実装を促進するためのイノベーションハブ機能の強化、②ＮＩＣＴの研究資

金配分機関としての機能の強化、③ＮＩＣＴにおける研究開発成果の社会実装推進体制の

強化、④ＮＩＣＴにおける人材の育成・確保、⑤戦略的な標準化活動の推進、⑥スタートア

ップ支援の推進に取り組むことが適当であるとしております。 

 続きまして、２ 組織の見直しでございます。こちらは（１）と（２）の２つ記載をして

おりますが、（１）につきましては、このたびの答申を受けたものというよりは、一般的な

考え方を記載しております。 

 （２）につきましては、このたびの答申からの引用となっております。研究開発成果の社

会実装に当たっては、市場のニーズを的確に汲み取り、保有する技術シーズとの橋渡しを円

滑に実施するための体制が不可欠であることを踏まえ、マーケティングや製品化・事業化支

援、知的財産の管理・活用などについて、成果活用等支援法人といった体制も含め最適な体

制の在り方を検討し、ＮＩＣＴの技術シーズと外部機関のニーズの橋渡しを担う体制を整

備するものとするとしてございます。特に、研究開発成果の社会実装に向けた組織の見直し

を特出しして記載しているところでございます。 

 最後に、ローマ数字のⅢ、その他でございます。こちらも一般的な考え方を記載している

ものでございますけれども、前回５年前との違いといたしまして、令和６年の関係府省申合
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せ、「国立研究開発法人の機能強化に向けた取組について」にも言及をいたしております。

本申合せでは、研究マネジメント人材や知財マネジメント人材といった研究推進支援人材

の確保・育成や、研究セキュリティ・インテグリティの一層の強化などに取り組むこととさ

れております。次期中長期目標の検討に当たりましては、大変重要な論点を含むということ

から、ここに明記をいたしております。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

 秋以降におきまして、皆様には第６期中長期目標について御審議いただく予定となって

おります。まずは情報通信審議会で示されました考え方について、御意見を頂戴できればと

思っております。よろしくお願いいたします。 

【橋本会長】  ありがとうございました。 

 ただいまの説明につきまして、御質問・御意見などがございましたらお願いいたします。

いかがでしょうか。 

【小塚専門委員】  小塚です。御説明ありがとうございました。私はＪＡＸＡ部会のほう

にいるものですから、この資料は初見でして、皆様はもうお分かりのことなのかもしれませ

んが、教えてください。 

 書かれていることを読みますと、現状との連続性を非常に感じたのですけれども、例えば

戦略領域というのは、これまではなかったのでしょうか。それとも、これまでと戦略領域が

何か変わったという変化があるのでしょうか。 

【橋本会長】  ありがとうございます。事務局から何かお答えいただけますでしょうか。 

【内田企画官】  御質問ありがとうございます。戦略領域という概念につきましては、従

前より、今期第５期の中長期目標からある概念でございます。 

 そして、内容が変わったのかということでございますが、結果的に、今期の戦略領域を引

き継ぐこととなっております。その理由といたしましては、ＡＩ・コミュニケーション、Ｂ

ｅｙｏｎｄ５Ｇ、量子情報通信、サイバーセキュリティ、いずれも現在、大変重要な局面に

あると。特にＢｅｙｏｎｄ５Ｇですとか、ＡＩ、量子情報通信、いずれも社会実装に向けて

大変重要な局面にあると認識をしておりまして、まずはこの戦略領域を引き続きしっかり

と進めていって、最終的な社会実装につなげていくという観点から、今期の戦略領域を引き

継ぐ形で検討が行われたというところでございます。 

【小塚専門委員】  ありがとうございます。そうしますと、業務の見直しというタイトル

はついていますが、その次の重点分野も現在の継続のようにお見受けしますので、見直した
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結果、大きくは継続されることになったと。こう理解してよろしいのでしょうか。 

【内田企画官】  御認識のとおりでございます。見直しを前提としまして検討をしていた

だいたんですけれども、その結果として、今期の戦略領域及び重点分野を引き継いでいくと

いうことになったということでございます。 

 補足いたしますと、その後、社会実装機能・外部連携機能等というところがございますが、

特に今期から大きく変わった分野としてはここかなと思っておりまして、特に研究資金配

分機関としての機能が追加されたりとか、あるいはイノベーションハブとしての機能を強

化していくという観点は、今期なかった観点でございますので、特に変化としては、この部

分が大きく変わったのかなと認識をしております。 

【小塚専門委員】  よく分かりました。ありがとうございました。 

【橋本会長】  ありがとうございます。そういたしますと、小塚先生、文面的には修正は

特になくても大丈夫という認識でよろしいでしょうか。 

【小塚専門委員】  理解いたしましたので、このままで結構でございます。 

【橋本会長】  ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。大丈夫ですかね。 

 そういたしましては、ＮＩＣＴの業務及び組織の全般にわたる検討結果並びに講ずる措

置（案）については、当審議会といたしましては、特段の修正はなしということでよろしい

でしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、今後は関係府省においてさらに検討・調整を進めてい

ただき、内容の確定・公表をよろしくお願いいたします。最終的な見直し内容については、

後ほど審議会にもお知らせいただきたいと思います。ありがとうございます。 

 

令和６年度及び第４期中長期目標期間における国立研究開発法人宇宙航空研究

開発機構の業務の実績に関する評価に対する意見（案）について 

【橋本会長】  それでは、続きまして、議題（３）令和６年度及び第４期中長期目標期間

における国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の業務の実績に関する評価について、事

務局より説明をお願いいたします。 

【佐々木補佐】  ＪＡＸＡ部会の事務局を務めております総務省の宇宙通信政策課の

佐々木と申します。どうぞよろしくお願いいたします。ここからは私が御説明を差し上げた

いと思います。資料２３－３を御覧ください。 
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 ＪＡＸＡにつきましては、令和６年度に第４期中長期目標期間が終了していることもあ

りまして、今回の御審議では、令和６年度と第４期の中長期目標期間の業務実績評価の２件

について御審議いただくことになります。本意見（案）を取りまとめるに当たりましては、

本審議会のＪＡＸＡ部会の先生方を含めて、４府省合同ヒアリングを実施しております。そ

の上で、ＪＡＸＡ部会を７月１７日に開催いたしまして、意見（案）の取りまとめを行って

いただいております。藤野部会長をはじめ、部会の先生方には改めて御礼申し上げます。 

 皆様御存じのとおり、ＪＡＸＡは総務省、内閣府、文部科学省、経済産業省の４府省での

共管となっております。そのため、本日お取りまとめいただく国研審の御意見については、

ほかの３府省と協議した上で、最終的な主務大臣の評価という形で決定することになって

おります。御承知いただければと思います。 

 資料２３－３の全体の構成ですけれども、１ページ目にてＪＡＸＡ部会での御意見（案）

を一覧で示しております。２ページ目、３ページ目で、それぞれ令和６年度と第４期中長期

の御意見（案）の概要を記載しております。４ページ目以降は、個別の項目について御意見

（案）を記載しております。 

 それでは、１ページ目から御説明したいと思います。令和６年度については、Ⅲ.３から

Ⅵ.３までの２７項目、第４期中長期については、中長期目標期間のみが対象となるⅥ.４の

積立金の使途を加えた２８項目について御審議いただくことになります。 

 下の表の見方といたしましては、左側にⅢ.３からⅢ.４.２までの１５項目を記載してお

ります。Ⅲ.６からⅥ.４の１３項目を表の右側に記載しております。それぞれについて、令

和６年度と第４期中長期のＪＡＸＡの自己評定とＪＡＸＡの部会案を記載しております。

ＪＡＸＡの部会案につきましては、ＪＡＸＡの自己評定から変更があった箇所については、

赤字で変更後の評定を記載しております。変更がない箇所については、丸を記載しておりま

す。 

 概要といたしましては、ＪＡＸＡの自己評定から変更があった項目といいますのは、令和

６年度がⅢ.４.２の「新たな価値を実現する宇宙産業基盤・科学技術基盤の維持・強化」、

それから、Ⅲ.７.２の「国民の理解増進と次世代を担う人材育成への貢献」の２項目となっ

ております。中長期ですと、Ⅲ.４の「宇宙政策の目標達成に向けた分野横断的な研究開発

の取組」の１項目となっております。いずれもＪＡＸＡの自己評定が高いということで、１

段評定を下げたものになります。 

 結果といたしましては、令和６年度・第４期中長期ともに、改善を要するＣという評定は
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なく、顕著な成果があったとされるＡ以上の評定が過半数を占めております。 

 それでは、次のページの説明に移りたいと思います。こちらは、令和６年度の業務実績評

価の概要を記載しております。先ほどのＮＩＣＴの資料では、左上に全体の評定という記載

があったと思うのですけれども、ＪＡＸＡにつきましては、４府省協議の上、決定すること

になっておりますので、記載しておりません。 

 主な意見の概要としては３点挙げておりますが、最初の２つは総務省と関係が深い項目

ということで、次世代通信サービスと、戦略的かつ弾力的な資金供給機能の強化を挙げてお

ります。また、３つ目として、ＪＡＸＡ部会の中で議論になって、ＪＡＸＡの自己評定を変

えた例として、新たな価値を実現する宇宙産業基盤・科学技術基盤の維持・強化を挙げてお

ります。 

 次世代通信サービスにつきましては、世界最高速でのＡＬＯＳ－４との光通信、地球上の

広範囲でのリアルタイム観測、ＬＥＯ―地上間の世界最高速の電波通信が特に顕著な成果

と評価され、Ｓ評定は妥当であるという御意見になっております。 

 戦略的かつ弾力的な資金供給の強化については、宇宙戦略基金の業務運営が着実になさ

れているということで、Ｂ評価という御意見になっております。 

 新たな価値を実現する宇宙産業基盤・科学技術基盤の維持・強化につきましては、ＭＰＵ

やホールスラスタなど顕著な成果を上げているものもあるが、ＲＶ－ＸやＣＡＬＬＩＳＴ

Ｏなど、Ｂ評価と評定できるような研究開発も多々見られるということから、Ａ評定が妥当

であるという御意見となっております。 

 下のほうの法人の全体評価に関する意見につきましては、観測衛星から光データ中継衛

星を経由した地上データ転送、はくりゅうによる世界初の雲の上下の動きの観測など、衛星

分野ですばらしい成果があったという御意見をいただいております。また、国際的な取組や

情報収集衛星など、リモートセンシングや宇宙科学・探査以外でのＳ評価が増えているとい

うのも評価できるという御意見をいただいております。 

 続いて、次のページに移りたいと思います。主な意見の概要として、こちらも３点挙げて

おります。最初の２つは総務省と関係が深い項目として、一つは先ほどと同様に次世代通信

サービス、もう一つは周波数管理も含む人工衛星などの開発・運用を支える基盤技術を挙げ

ております。３つ目として、ＪＡＸＡの自己評定を変えた例として、宇宙政策の目標達成に

向けた分野横断的な研究開発などの取組を挙げております。 

 次世代通信サービスにつきましては、令和６年度のところで述べたような評価できる点
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はあったものの、ＡＬＯＳ－３の喪失や、ＥＴＳ－９の状況も勘案して、Ｂ評定が妥当であ

るという御意見になりました。 

 人工衛星などの開発・運用を支える基盤技術につきましては、宇宙用周波数を保護・確保

するための国際ルールの場にて、地上系の無線通信との共存など必要な対応がなされてい

ること、近地球追跡ネットワーク、環境試験設備運営などを民間に委ねる点が進展している

ことが評価され、Ａ評定は妥当であるという御意見になりました。 

 宇宙政策の目標達成に向けた分野横断的な研究開発などの取組につきましては、小項目

である「民間事業者との協業などの宇宙利用拡大及び産業振興に資する取組」と「新たな価

値を実現する宇宙産業基盤・科学技術基盤の維持・強化」の評定との整合性を図ることが非

常に難しいというところではありましたが、非常に活発な議論がなされた結果、令和６の評

価で「新たな価値を実現する宇宙産業基盤・科学技術基盤の維持・強化」の評定を下げたこ

とも踏まえて、Ａ評定が妥当であるという御意見になりました。 

 法人の全体の評価に関する意見といたしましては、Ｈ３、イプシロンＳ、セキュリティな

どに関して重要な問題が発生したものの、ＡＬＯＳ－４やはやぶさ２など大きな成果を上

げている点は評価でき、アルテミス計画への取組、政府からの受託事業も高く評価できると

いうことから、全体としては、大きくプラスの評価になるという御意見をいただいておりま

す。 

 以降のページは細かい個別の項目の内容になりますので、御説明は割愛させていただき

ます。 

 私からの説明は以上となります。 

【橋本会長】  ありがとうございました。 

 ただいまの説明につきまして、御質問・御意見などがございましたらお願いいたします。

いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、令和６年度及び第４期中長期目標期間におけるＪＡＸＡの業務実績評価に対

する意見については、案のとおり取りまとめることといたします。また、総務省におきまし

ては、関係府省との調整等を進めていただくようお願いいたします。なお、ＪＡＸＡの最終

的な評価結果については、後日、事務局から委員及び専門委員宛て、お知らせいただきたい

と思います。 

 ありがとうございました。 
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 それでは、本日公開させていただく議題は以上となります。その他、議題（１）から（３）

について、全体を通して何かありますでしょうか。よろしいですかね。 

 事務局からは何かございますか。 

【浅川補佐】  事務局でございます。本日の御審議、誠にありがとうございました。 

 本日の御審議を踏まえまして、関係府省とも調整の上、今後、評価の取りまとめ作業を進

めていきたいと存じます。ＮＩＣＴ及びＪＡＸＡの最終的な評価結果については、それぞれ

主務大臣の意見として取りまとめ、８月下旬以降に公表を予定しております。最終的な評価

結果につきましては、別途、事務局より御連絡させていただきますので、よろしくお願いい

たします。また、本日の議事録につきましては、後日、事務局から御確認をお願いさせてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 なお、本審議会の開催予定につきましても併せて御連絡いたします。本年は、秋以降にＮ

ＩＣＴの次期中長期目標に関する審議を予定しておりまして、ＮＩＣＴ部会の開催を含め

まして、今後、事務局より日程調整の御依頼をさせていただきますので、御協力方よろしく

お願いいたします。 

 最後になりますが、予備として皆様にお時間をいただくようお願いしておりました８月

７日につきましては、追加の御審議もございませんことから、開催しないことといたします

ので、御了承いただきますようお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

 

閉  会 
【橋本会長】  ありがとうございます。それでは、以上をもちまして、第２３回総務省国

立研究開発法人審議会を終了いたします。皆様、御協力いただきありがとうございました。

引き続きよろしくお願いいたします。 

 以上となります。 

 

（以上） 
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